
CO2 貯留

地上CO2
圧入施設

CO2 をパイプラインで輸送CO2 をパイプラインで輸送
分離・回収
有効利用

ＣＣＵＳのしくみ（例）

枝、草木などを
焼却せずに

水田やその他
農業用のたい肥により多くの炭素を

貯留

炭化

焼却

CO2と同量を封じ込む

4パーミルイニシアチブのしくみ（例）

炭化・貯留

CO2

■
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た

　
取
組
に
つ
い
て

1

　新潟県議会１２月定例会が１２月１日から２１日まで開会されまし
た。新型コロナ感染症対策、福祉・医療、脱炭素、豪雪対策、農業、教
育などに幅広い議論を展開し、令和３年度一般会計補正予算を可
決（総額約84億4千万円の予算を増額）。令和2年度企業会計およ
び普通会計の決算関係議案を認定・可決しました。
　本議会において、自由民主党の青柳まさし議員は１２月６日に一般
質問し、
■脱炭素社会実現に向けた取組について
■農業施策について
■交通事故及び犯罪の防止について
■県政諸課題について
の4項目について、花角英世知事および関係部局長に答弁いただき
ました。その一部を抜粋して報告します。

1
2
3
4

新潟県議会２０２1年12月定例会報告

排
ガ
ス
中
な
ど
の
Ｃ
Ｏ
２
を
回

収
し
、地
中
に
埋
め
た
り
再

利
用
を
し
た
り
す
る「
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
」が

注
目
さ
れ
て
い
る
。普
及
に
は
技
術

革
新
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
な
ど
が

不
可
欠
だ
が
、技
術
開
発
支
援
な

ど
積
極
的
に
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
は
脱
炭
素
社
会
実
現
に
貢
献
す
る
技

術
で
あ
り
、本
県
で
も
二
酸
化
炭
素
を
活
用
し
石

油
や
ガ
ス
の
産
出
量
を
向
上
さ
せ
る
技
術
等
の
検

討
を
民
間
企
業
が
進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

答
弁
要
旨

　
取
組
に
つ
い
て

民
間
と
自
治
体
の
連
携
に

よ
り
水
素
を
製
造
し
、家
庭

か
ら
出
た
廃
油
を
混
焼
し
発
電
す

る
、高
い
燃
焼
効
率
と
Ｃ
Ｏ
２
の
排

出
抑
制
に
加
え
、資
源
の
有
効
活

用
な
ど
に
つ
な
が
る
取
組
が
他
県

で
行
わ
れ
て
い
る
。本
県
も
脱
炭
素

社
会
実
現
に
貢
献
す
る
水
素
を
用

い
た
新
た
な
取
組
を
推
進
す
べ
き
。

県
内
企
業
の
取
組
推
進
に
向
け
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
を
。

答
弁
要
旨

　

本
県
は
、石
油
天
然
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
産
業
が
集
積
す
る
こ
と
か
ら
、そ
の
技
術
や

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
、脱
炭
素
社
会
に
つ
な
が
る

水
素
利
活
用
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
は
、

本
県
の
さ
ら
な
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
に
つ
な
が

り
、地
域
の
雇
用
拡
大
な
ど
、本
県
経
済
への
波
及

効
果
も
期
待
で
き
る
。協
議
会
に
お
い
て
企
業
間

連
携
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト

ラ
ル
に
つ
な
が
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
な

ど
、具
体
的
な
実
証
事
業
の
実
現
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。今
後
も
積
極
的
に
支
援
し
て
い

く
。水
素
や
燃
料
電
池
に
関
す
る
先
端
技
術
や
参

入
に
向
け
た
市
場
の
動
向
を
テ
ー
マ
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。今
後
も
積
極
的
に
情
報

提
供
を
行
って
い
く
。

一方
、商
業
化
に
向
け
て
は
コ
ス
ト
低
減
や
地
下
貯

蔵
に
対
す
る
住
民
理
解
、事
業
実
施
に
お
け
る
法

令
上
の
取
り
扱

い
等
、課
題
も

多
い
。企
業
に

は
丁
寧
に
住
民

理
解
を
得
る
よ

う
要
請
し
つ
つ
、

国
に
対
し
て
技

術
開
発
支
援
や

法
制
度
な
ど
環

境
整
備
を
要
望

す
る
な
ど
、

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
導
入

に
向
け
支
援
し

て
い
く
。

答
弁
要
旨

　
本
県
は
全
国
第
４
位
の
水
力
発
電
開
発
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
有
し
、導
入
が
進
ん
で
お
り
、更
な
る
開

発
の
可
能
性
が
あ
る
。近
年
は
小
水
力
発
電
の
開

発
に
向
け
た
動
き
も
み
ら
れ
、新
発
田
市
や
湯
沢

町
で
も
民
間
事
業
者
に
よ
る
開
発
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。県
で
も
、発
電
施
設
の
な
い
県
管
理
ダ
ム
を

利
用
し
た
小
水
力
発
電
の
導
入
を
検
討
。協
議
会

と
連
携
し
な
が
ら
普
及
啓
発
活
動
を
行
って
い
る
。

伐
採
業
者
の
担
い
手
不
足

や
、
製
材
工
場
の
小
規
模
化

な
ど
か
ら
、「
ウ
ッ
ド
シ
ョッ
ク
」
に

よ
る
急
激
な
木
材
需
要
に
対
し
て
、

県
産
木
材
の
供
給
が
十
分
に
で
き

て
い
な
い
。
県
産
材
の
生
産
・
供

給
能
力
向
上
を
ど
の
よ
う
に
図
って

い
く
か
、
所
見
を
伺
う
。　

て
い
く
。

水
資
源
が
豊
富
な
本
県
で
は

水
力
発
電
の
開
発
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
高
く
、ま
た
近
年
は
少
な

い
水
量
で
も
効
率
的
に
発
電
で
き

る
技
術
開
発
が
進
み
、導
入
の
ハ
ー

ド
ル
も
下
が
って
い
る
。脱
炭
素
社

会
実
現
に
向
け
、さ
ら
な
る
取
組
の

強
化
を
図ってい
く
べき
で
は
ない
か
。

と
連
携
し
な
が
ら
普
及
啓
発
活
動
を
行
って
い
る
。

土
壌
中
の
炭
素
貯
留
率
を

年
間
０・４
％
増
加
さ
せ
る

こ
と
で
、人
類
が
毎
年
大
気
中
に

排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
と
同
じ
量
を
封

じ
込
め
る「
４
パ
ー
ミ
ル
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
」に
つ
い
て
、本
県
は
広
大
な

水
田
を
有
し
て
お
り
、水
田
で
の

炭
素
貯
蔵
の
取
組
を
進
め
る
こ
と

で
、脱
炭
素
社
会
実
現
に
貢
献
で

き
る
と
考
え
る
。

　
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、水
田
で
の
炭
素
貯
留

の
取
組
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
だ
。本
県
で
開
催

し
た「
４
パ
ー
ミ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」に
つ
い
て
、山

梨
県
知
事
か
ら
提
案
が
あ
り
、連
携
し
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
と
し
た
。温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
効

果
が
高
い
炭
素
貯
留
技
術
の
研
究
を
進
め
、た
い

肥
の
施
用
や
有
機
農
業
の
面
的
拡
大
な
ど
、効
果

的
な
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

答
弁
要
旨

　
小
規
模
・
分
散
的
で
不
安
定
な
商
流
か
ら
、

安
定
的
な
供
給
体
制
に
転
換
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
県
と
し
て
は
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
事
業

体
等
が
参
加
し
た
地
域
協
議
会
を
県
内
全
域
に

設
置
し
、
県
産
材
ニ
ー
ズ
な
ど
に
つ
い
て
相
互
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
県
産
材
の
供
給
拡
大
に

向
け
た
課
題
を
共
有
す
る
な
ど
、
事
業
体
間
の
関

係
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
関
係
を
も

と
に
、
安
定
的
な
供
給
体
制
を
構
築
し
、
県
産
材

の
生
産
・
供
給
能
力
の
向
上
を
図
って
い
き
た
い
。

答
弁
要
旨

２０22（令和4）年2月13日（日）発行県 政 活 動 報 告 ２０22（令和4）年2月13日（日）発行
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　令和4年の幕開けも、コロナ禍により多くの苦しみや不安の中にある
状況でスタートしました。新型コロナウイルス感染症により亡くなら
れた方々、およびご家族、関係者の皆さまに謹んでお悔やみを申し上げ
ますとともに、罹患された方々には心よりお見舞い申し上げます。県民
の皆さまには、一番にご自身の健康を十分に留意し、また他人にも感染
させない行動をお願いしたいと思います。
　さて、わたくしの活動についてご報告させていただきますが、議会選
出により、令和2年7月から3年6月まで1年間、県行政の監査委員を務め
させていただきました。監査委員は、県が行っている財務に関する事務
が正しく行われているかどうか、県が財政的援助を行っている団体・施
設などの事業について補助金等が適正に使用されているかどうかなど
を、独立した立場で監査します。その対象は福祉施設や文化施設、教育
現場など多岐にわたり、非常に貴重な経験をさせていただきました。特
にコロナ禍の厳しい状況のなかで、現場の方々が県民のために懸命に
活動を行っていることに、改めて敬意と感謝の気持ちを持ちました。　

青 柳 コ ラ ム

県政の監査委員を務めて強く感じた
現場の思いと努力、そして実行力。

全
国
的
に
交
通
事
故
死
者

の
歩
行
者
の
割
合
が
高
い
。

本
県
の
近
年
の
発
生
状
況
を
伺
う

と
と
も
に
、県
警
察
で
は
、歩
行
者

事
故
を
減
ら
す
た
め
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺
う
。

信
号
機
の
色
や
交
差
点
名

称
等
の
情
報
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
送
信
す
る
機
器
を
整
備

し
、視
覚
障
害
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
流
れ
る
音
声
等
で
安
全
に

横
断
歩
道
を
渡
る
シ
ス
テ
ム
を
運

用
し
て
い
る
都
道
府
県
が
あ
る
。

本
県
も
整
備
す
べ
き
と
考
え
る
。

答
弁
要
旨

お気軽に
お立ち寄り
ください!! 現所属委員会／総務文教委員会

 新総合交通・防災対策特別委員会

青柳まさし 事務所
〒950-3325  新潟市北区白新町3丁目9-9

電話：025-386-8682
ファクシミリ：025-386-8704

検索青柳まさし
http://m-aoyagi.net/

■
県
政
諸
課
題
に
つ
い
て

4■
県
政
諸
課
題
に
つ
い
て

■4■

農
村
部
集
落
で
は
、歩
道
の

な
い
県
管
理
道
路
と
並
行
し

て
水
路
が
走
る
箇
所
が
あ
り
、危
険

性
が
あ
る
。通
学
路
の
場
合
も
あ

り
、安
全
確
保
対
策
の一つ
と
し
て
、

水
路
の
暗
渠
化
を
積
極
的
に
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
。

答
弁
要
旨

　

水
路
の
暗
渠
化
は
安
全
な
歩
行
空
間
を
確
保

す
る
有
効
な
整
備
手
法
の一つ
だ
。県
で
は
児
童
等

の
安
全
確
保
の
た
め
、こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で

き
た
。引
き

続
き
通
学

路
の
合
同

点
検
を
踏

ま
え
、必
要

に
応
じ
て

水
路
管
理

者
と
協
議

の
う
え
、取

り
組
ん
で

い
く
。

答
弁
要
旨

　

本
県
の
歩
行
者
事
故
の
発
生
件
数
は
、近
年
、

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、全
死
者
に
占
め
る

歩
行
者
の
割
合
は
約
４
割
と
高
い
ま
ま
横
ば
い

で
推
移
し
て
い
る
。交
通
安
全
教
育
の
推
進
、意

識
啓
発
の
ほ
か
、横
断
歩
道
者
妨
害
違
反
等
の

取
締
り
、通
称
オ
レ
ン
ジ
カ
ー
ド
に
よ
る
交
通

ル
ー
ル
の
直
接
指
導
な
ど
に
努
め
て
い
る
。ま
た

「
渡
る
よ
サ
イ
ン
」の
広
報
用
チ
ラ
シ
を
作
成
・
配

布
。著
名
人
を
広
報
大
使
に
任
命
し
、講
習
会
や

交
通
安
全
教
室
に
派
遣
す
る
な
ど
、広
く
県
民

に
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

東
京
五
輪
で
日
本
人
が
大

活
躍
し
た
新
種
目
の
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
実
施
者
が
増
加
す
る
だ

ろ
う
。
練
習
場
所
の
公
園
で
は
他
の

利
用
者
と
の
す
み
分
け
が
課
題
だ
。

県
立
都
市
公
園
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
利
用
につい
て
の
対
応
を
伺
う
。

答
弁
要
旨

　
県
立
都
市
公
園
で
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
専
用
施

設
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。一般
の
利
用
者
及
び
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
利
用
者
の
安
全
性
が
確
保
で
き
る

場
合
、駐
車
場
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
利
用
い

た
だ
い
て
い
る
。幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ま
が
多

様
な
目
的
で
利
用
す
る
施
設
で
あ
る
た
め
、今
後

も
安
全
性
に
十
分
に
留
意
し
つ
つ
、ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ド
な
ど
新
た
な
利
用
ニ
ー
ズ
に
も
配
慮
し
対
応
し

て
い
く
。

　
障
害
の
あ
る
方
も
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
だ
。障
害
の
特
性
に
応
じ
た
作

業
の
細
分
化
や
作
業
手
順
の
伝
え
方
な
ど
の
現
地

研
修
を
県
内
14
か
所
で
実
施
。必
要
な
知
識
を

持
っ
た
人
材
の
育
成
や
相
互
理
解
に
努
め
、ハ
ー

ド
面
の
支
援
も
行
い
、障
害
の
あ
る
方
も
含
め
誰

も
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

県
内
３
か
所
の
福
祉
事
業
所
に
配
置
し
て
い
る
農

福
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
も
連
携
し
、取
組

を
一
層
進
め
、農
福
連
携
の
拡
大
に
つ
な
げ
た
い
。

答
弁
要
旨

過
去
最
大
の
非
主
食
用
米

等
へ
の
転
換
を
図
っ
た
今
年

度
の
新
潟
米
は
作
柄
が
や
や
不
良

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、価
格
は
持
ち
直

し
つ
つ
も
農
業
収
入
は
減
少
が
見

込
ま
れ
る
。高
齢
化
等
に
よ
り
農
業

従
事
者
が
減
少
す
る
中
、担
い
手
の

規
模
拡
大
は
重
要
な
施
策
の
ひ
と

つ
だ
。今
後
ど
の
よ
う
に
大
規
模
経

営
体
の
育
成
を
図
って
い
く
の
か
。

障
害
の
あ
る
方
が
農
業
分
野

で
の
活
躍
を
通
じ
て
、自
信
や

生
き
が
い
を
創
出
し
、社
会
参
画
を

促
す
農
福
連
携
を
推
進
す
る
に
は
、

障
害
の
特
性
を
理
解
し
、作
業
を
細

分
化・単
純
化
す
る
こ
と
の
重
要
性

や
取
組
事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、専

門
人
材
の
育
成
や
農
業・福
祉
の
相

互
理
解
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
要
旨

　
地
域
農
業
の
維
持・発
展
に
重
要
な
役
割
を
担

う
大
規
模
経
営
体
に
お
い
て
は
、農
地
が
分
散
し

作
業
効
率
が
上
が
ら
な
い
な
ど
の
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、生
産
の
一
層
の
効
率
化
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
。人・
農
地
プ
ラ
ン
の
話
し
合

い
に
よ
る
農
地
の
集
約
化
、法
人
間
の
組
織
的
な

連
携
に
よ
る
省
力
化
な
ど
の
取
組
を
一
層
進
め
、

経
営
体
の
経
営
改
善
を
図
り
、さ
ら
な
る
農
地
集

積
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。ま
た
園
芸
導
入
に
よ

る
複
合
化
や
多
角
化
な
ど
、経
営
の
幅
を
広
げ
る

取
組
も
支
援
し
、育
成
し
て
い
く
。

■
農
業
施
策
に
つ
い
て

2

■
交
通
事
故
及
び
犯
罪
の

　
防
止
に
つ
い
て

3

あ
ん  

き
ょ

　
当
シ
ス
テ
ム
は
、令
和
元
年
10
月
に
警
視
庁
か

ら
音
響
式
信
号
機
を
鳴
ら
す
こ
と
が
困
難
な
時

間
帯
が
あ
る
場
所
に
お
い
て
、整
備
す
る
方
針

が
示
さ
れ
た
。全
国
で
は
令
和
２
年
度
ま
で
に

５
県
で
整
備
さ
れ

て
い
る
。県
警
察

で
は
、他
県
で
の

運
用
効
果
や
県
内

の
視
覚
障
害
者
団

体
の
意
見
等
を
踏

ま
え
、導
入
の
必

要
性
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

　安心安全を第一に考えながら、予算が厳しい中でも取組を1歩でも前
に進めさせようという思いが伝わってきました。さまざまな現場の声
を直接お聞きし、要望や切実な思いを伺うことができたことは大変貴
重なことでしたし、今後の議員活動に活かしていきたいと思っており
ます。
　県議会でも取り上げさせていただきましたが、いま、日本は脱炭素社
会を目指す大きな転換期にあります。脱炭素社会を目指す施策につい
ては、わたくしも以前より発言してきましたが、いよいよ現実味を帯び
てきました。ここで県民の皆さまに知ってほしいのが、本県の脱炭素社
会を支えるポテンシャルの高さです。コロナ禍で暗い話題の多い日々
ではありますが、本県には、脱炭素に関する高い技術やノウハウを持っ
た企業がたくさんあり、日本の取組の先頭に立つこともできるのです。
子どもたちにもこのことを発信し、未来に希望を持てる新潟県のイ
メージを伝えていきたいと思っています。
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